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自己紹介 

㈱フレッシュファームちば 
市原市皆吉での田植え作業 

氏名       竹内 邦治 
生年月日    1972年8月3日（45歳） 
 
経歴 
 
1995年 4月  千葉銀行 入行 
          千葉駅前支店をはじめ5か店にて 
          法人営業、個人営業などを担当 
 
2011年 4月  日本政策金融公庫さいたま支店 
           農林水産事業部へ出向 
 
2012年 4月  法人営業部成長ビジネスサポート室 
          アグリビジネス担当 
 
2015年12月   農業経営上級アドバイザー試験合格 
 

2018年 3月  ㈱フレッシュファームちばへ兼務出向 
 
                         現在に至る 
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1.千葉県の農業概要 

○千葉県の農業産出額は全国第4位（平成28年）。 
○特に、野菜・豚肉・鶏卵は全国を代表する産地であり全国1位の農産物は多数。 
○農業事業者は個人農家が減少する一方、大規模化（法人化）の傾向が顕著。 

【図表3-①-1】千葉県農業産出額（Ｈ28年）(億円) 

順位 都道府県 総産出額 

1 北海道 12,115 

2 茨城 4,903 

3 鹿児島 4,736 

4 千葉 4,711 

5 宮崎 3,562 

【図表3-①-2】主要農産物産出額の全国順位（Ｈ28年） （億円） 

順位 野菜 生乳 豚 鶏卵 

1 北海道 2,206 北海道 3,641 鹿児島 723 茨城 447 

2 茨城 2,150 栃木 349 宮崎 517 千葉 381 

3 千葉 1,927 群馬 260 千葉 499 鹿児島 272 

4 熊本 1,321 熊本 257 群馬 430 広島 263 

5 愛知 1,127 千葉 244 北海道 424 岡山 246 

【図表3-①-3】千葉県内の農業経営体数 

H22年 H27年 

県内全経営体数 55,387 △19％ 44,985 

  うち個人経営体数 54,517 △19％ 44,121 

  うち法人経営体数 672 +11％ 743 

  うち耕作面積3ha以上 6,067 △1％ 6,045 

●動向の変化 ◆農業の大規模化  ◆農業の6次産業化 

◆農業法人化    ◆異業種からの参入 

 

【図表3-①-4】千葉県で産出される全国1位農産物(H28年） (億円) 

農産物種類 産出額 主な産地 

 日本なし 162  市川・白井・鎌ヶ谷 

 らっかせい 100  八街・千葉 

 えだまめ 47  野田・松戸・船橋 

 さやいんげん 58  市原・袖ヶ浦 

 かぶ 41  柏・東庄・松戸 

 しゅんぎく 23  旭・野田 

 なばな 14  南房総・鋸南 

 パセリ 12  旭 

マッシュルーム 23  香取 
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2.ちばぎんグループの農業分野の取組み 

 
 
 
 
 
 

2009年 6月：法人営業部（旧 営業開発部）に農業専担者を配置 

2009年11月 ：「ちばぎんアグリビジネスセミナー」開催 

2010年 8月：「ちばぎんアグリ商談会」を開催 

       ※これまで7回開催（直近は2016年11月） 

2011年 5月：「ちばぎんマルシェ」を開催 

       ※ 千葉県の震災復興への取組み「がんばろう千葉」の趣旨に賛同し、復興支援 

          に向けた取引先の販売支援の一環として当行本店にて開催 

        ※ 2013年以降は、千葉市主催の「検見川ビーチフェスタ」に協賛し検見川浜 

          にて開催。これまで5回開催 

2013年 5月：「ちば農林漁業6次産業化ファンド」をちばぎんキャピタル㈱、県内金 

        融機関（千葉興銀、京葉、5信金、3信組）と協同で設立 

       ※ これまで6社に対し504百万円を出資（2018年3月末現在） 

2015年12月 ： 「アグリビジネススクール」を㈱ちばぎん総合研究所が開催 

       ※ これまで3回開催 

2018年 3月： 農業法人「フレッシュファームちば」を地域の中核企業等に出資を 

        呼びかけ設立 

       ※ 千葉県市原市内で水稲栽培を開始 
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3.６次産業化計画の策定・販売拡大支援 その1 

 
 道の駅隣接地への「農家レストラン」設置。 
 農業経営アドバイザーが核となり、関係機関との多面的なサポートを実施。 
 総合化事業計画の認定や資金調達を支援し事業の実現に結びつける。 

 

対応案件の背景 取組み内容 

 柏市、千葉県農林水産部、東葛飾農業 

  事務所との連携 

 

 ６次産業化サポートセンターとの連携 

 

 具体的なサポート 

 ・コストを抑えた店舗設計やメニュー作成 

 ・事業計画作成フォロー 

 ・専門家紹介など                          

 

課題 

 近隣商業施設との競合 
 農業衰退の懸念                          

 

解決策 

 地元産野菜を中心とした農家レストラン                          
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4.６次産業化計画の策定・販売拡大支援 その2 

 
 有機野菜を中心に農産物を活用した青果店及び外食事業の展開 
 6次産業化ファンドを活用した新規事業のスタートアップ支援 

 

対応案件の背景 取組み内容 

課題 
 規格外野菜のロス削減 
 相場に左右されない仕組み 

解決策 
 規格外野菜のスムージー専門店 
 西洋野菜などを取扱う洋風青果店 

 A-FIVEとの連携  

             

 具体的なサポート 

 ・事業計画作成フォロー 

 ・ファンド審査フォロー 

 ・出店候補地の紹介など 
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5.アグリビジネススクールの取組み  
 

 現状に満足せず収益力のある経営感覚に優れた農業経営者を目指す方を対象に
2015年からアグリビジネススクールを開講。 

 若手農業事業者や異業種から農業参入された農業法人の農場長等が参加、 
  学習の場の提供の他、情報交換や意識改革、ネットワーク形成の支援を行う。 
 

 
課題 

 経営感覚に優れた農業事業者、後継
者等が求められている 

解決策 
 アグリビジネススクールの開催 

対応案件の背景 取組み内容 

 初年度は、「基礎コース」を開講 

 

 ２年目からは、「販路拡大コース」を 
  追加 
 

 特徴 

 ・ 開始は、原則１８時３０分 

 ・ グループワークや現場視察 

 ・ 他産業のノウハウ活用を検討         
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参考資料 
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